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どこかの病院で

不足する輸血用血液

舞

　4月り／日、宮崎県赤十字血液センターの献

血車が来町し、2ケ所で献血が行われ、70名

の方の温かい善意がよせられました。

　交通事故の多発、輸血を必要とする病気の

増加は、医学の進歩と相まってますます多量

の輸皿用血液を必要としています。県内の血

液需要量は毎日300名から350名の人々からの

献血協力を必要としています。

　今、誰かが治療のために輸血を受けていま

す。健康ならば誰にもできる助け合いが献血

です。
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全国育樹祭候補地の

現地視察行われる

県北部広域市町村圏協議会

　
延
岡
、
日
向
市
な
ど
県
北
十
五
市
町

村
か
ら
な
る
、
県
北
部
広
域
市
町
村
圏

協
議
会
は
、
全
国
育
樹
祭
候
補
地
と
な

っ
て
い
る
本
町
の
現
地
視
察
を
四
月
十

一
日
行
い
ま
し
た
。

　
二
四
広
域
圏
で
は
、
県
北
部
に
お
け

る
山
林
面
積
や
民
有
林
面
積
が
、
県
全

体
に
占
め
る
割
合
が
大
き
い
こ
と
、
林

業
の
振
興
が
県
北
の
経
済
振
興
の
課
題

で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
全
国
育
樹
祭

を
県
北
部
で
開
催
す
る
よ
う
県
知
事
を

は
じ
め
関
係
者
へ
強
く
陳
情
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
全
国
育
樹
祭
は
、
昭
和
五
十
二

年
に
大
分
県
で
開
催
さ
れ
て
以
来
、
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
第
十
回
目

に
あ
た
る
昭
和
六
十
一
年
に
は
宮
崎
県

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
、
昨
年
の
八
月

に
決
定
し
て
い
ま
す
。
宮
崎
県
は
現
在

目
口
祭
の
候
補
地
五
ヶ
所
に
つ
い
て
視

▼全国写真祭候補地（下水流）を視察する亭亭広域圏の関係者

察
・
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
県
北
で
は

本
町
が
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
香
北
十
四
市
町
村
の
市
町

村
長
、
議
会
議
長
、
森
林
組
合
長
約
五

十
名
が
全
国
息
肉
祭
の
候
補
地
と
な
っ

て
い
る
仲
深
区
下
水
流
の
現
地
視
察
を

行
い
、
誘
致
に
向
け
て
の
な
お
一
層
の

体
制
づ
く
り
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

昭和59年度の

標準農業労働賃金

　農業労働賃金・小作料については、毎年農

業委員会においてその標準となる賃金を定め

ることになっていますが．昭和59年度の標準

賃金が次のとおり定められましたのでお知ら

せします。

＜
標
準
農
業
労
働
賃
金

　　年　度

諱@分
58 59

上　田（400kg以上）

20，000 21，000

中　田（399～301kg＞

14，000 15，000

下　田（300kg以下）

8，000 9，000

レ
標
準
小
作
料

　　　　年　度区　分

58 59

田植（二食付）男女共 3，800 4，000

　tトラクター｝
kうん機使用者日当 6，000 6，000

荒起 4，500 5，000

耕うん請負

@〔10a当り〕

荒代 4，500 5，000

植代 4，500 5，000

　輔植含まず｝
c植機qO・当り） 5，000 5，000

　！ひも代を含む）

oインダーqO・当り） 5，500 5，500

コンバイン
@　　qOa当り）

10，000 10，000

ハーベスター
@　　（10a当り）

5，000 5，000

男 4，800 5，000

一般農作業
女 3，800 4，000

町報とうこう

税
あ
れ
こ
れ

囹
領
収
書
や
契
約
書
と
印
紙
税

　
私
た
ち
は
毎
日
の
生
活
の
な
か
で
、

い
ろ
い
ろ
な
書
類
を
作
っ
た
り
も
ら
っ

た
り
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
書
類
の
中

に
は
、
不
動
産
売
買
契
約
書
や
借
用
証

書
、
領
収
書
な
ど
の
よ
う
に
、
印
紙
税

が
か
か
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
印
紙
税
は
、
印
紙
税
の
か
か
る
文
書

を
作
成
し
た
人
が
、
そ
の
文
書
に
、
定

め
ら
れ
た
額
の
収
入
印
紙
を
は
り
付
け
、

文
書
と
印
紙
の
両
方
に
か
か
る
よ
う
に

消
印
し
て
納
め
ま
す
。

　
印
紙
税
が
か
か
る
文
書
に
は
、
領
収

書
や
借
用
証
書
、
不
動
産
売
買
契
約
書

の
ほ
か
に
、
手
形
、
商
品
券
、
株
券
、

平
金
証
書
、
地
代
・
家
賃
通
帳
、
判
取

帳
、
委
任
状
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が

あ
り
、
こ
れ
ら
は
二
十
五
種
類
に
分
類

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
印
紙
税
額
は
作
成
し
た
文
書
の
種
類
、

記
載
さ
れ
て
い
る
金
額
な
ど
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
実
際
に
文
書
を
作
る
と
き
に

そ
の
種
類
に
印
紙
税
が
か
か
る
か
ど
う

か
、
い
く
ら
の
収
入
印
紙
を
は
っ
た
ら

よ
い
か
な
ど
、
お
分
か
り
に
な
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
税
務
署
又
は

税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
税
務
署
の
窓
口
で
は
、
　
「
印
紙
税

額
一
覧
表
」
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
の

で
御
利
用
く
だ
さ
い
。

囹
税
に
不
服
が
あ
る
と
き
は

　
税
務
署
長
か
ら
更
正
や
決
定
な
ど
の

処
分
を
受
け
た
が
、
　
「
処
分
を
受
け
た

理
由
に
納
得
い
か
な
い
」
な
ど
不
服
が

あ
る
と
き
は
、
税
務
署
長
に
「
異
議
申

立
て
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
税
務
署
長
は
、
異
議
申
立
て
に
理
由

が
あ
る
か
ど
う
か
十
分
調
べ
て
「
決
定
」

を
し
ま
す
が
、
そ
の
決
定
に
な
お
不
服

が
あ
る
と
き
は
、
国
税
不
服
審
判
所
長

に
対
し
て
「
審
査
請
求
」
を
し
て
そ
の

処
分
の
取
消
し
な
ど
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
国
税
不
服
審
判
所
は
、
国
税
局
や
税

務
署
と
は
全
く
別
の
独
立
し
た
機
関
で

納
税
者
の
権
利
や
利
益
を
救
済
す
る
た

め
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、
税
務
署
と
納

税
者
の
間
に
立
っ
て
ど
ち
ら
の
主
張
が

正
し
い
か
を
公
正
に
審
査
し
、
納
税
者

の
不
服
を
解
決
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
熊

本
国
税
不
服
審
判
所
は
、
熊
本
市
二
の

丸
一
番
二
号
の
熊
本
合
同
庁
舎
内
に
あ

り
ま
す
。

　
「
異
議
申
立
て
」
や
「
審
査
請
求
」

の
手
続
な
ど
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と

は
、
税
務
署
又
は
熊
本
国
税
不
服
審
判

所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
延
岡
税
務
署

　
　
　
電
話
　
延
岡
⑫
1
三
三
〇
一

＜
印
紙
税
額
一
部
抜
粋
（
五
千
万
円
を
越
え
る
も
の
は
省
略
）

0不動産の売買契約書など

記載された契約金額が1万円未満
〃

〃

〃

〃

〃

〃

10万円以下

10万円を超え50万円以下

50万円を超え100万円以下

100万円を超え500万円以下

500万円を超え1千万円以下

1千万円を超え5千万円以下
契約金額の記載のないもの

非課税
200円

400円

1千円

2千円

1万円

2万円
200円

このほか手形や物品切手など文書の種類に応じ
て税額が決められています。

囲
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立
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@　
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O売上代金の領収書など

記載された受取金額が3万円未満
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

100万円以下

100万円を超え200万円以下

200万円を超え300万円以下

300万円を超え500万円以下

500万円を超え1千万円以下

1千万円を超え2千万円以下
2千万円を超え3千万円以下
3千万円を超え5干万円以下

受取金額の記載のないもの
営業に関しないもの

非課税
200円

400円

600円

1千円

2千円

4千円
6千円

1万円
200円

非課税

　
五
月
十
三
日
か
ら
十
九
日
ま
で
、
春

の
「
行
政
相
談
」
週
間
が
実
施
さ
れ
ま

す
。　

行
政
管
理
庁
で
は
、
国
民
の
権
利
や

利
益
を
守
る
上
で
の
心
強
い
”
助
っ
人
”

で
あ
る
行
政
相
談
を
、
よ
り
多
く
の
方

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
毎
年
春
と

秋
に
こ
の
行
政
相
談
週
間
を
設
け
、
行

政
相
談
活
動
の
紹
介
に
つ
と
め
て
い
ま

す
。　

国
、
県
、
町
な
ど
役
所
が
行
う
仕
事

に
つ
い
て
、
納
得
で
き
な
い
、
処
理
が

ま
ち
が
っ
て
い
る
、
遅
い
、
不
親
切
な

扱
い
を
受
け
た
、
な
ど
と
い
う
よ
う
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
よ
う
な
住
民
の
皆
さ
ん
の
行
政

に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
を
聞
い
て

一
つ
ひ
と
つ
問
題
の
解
決
を
図
る
と
と

も
に
、
そ
れ
ら
を
行
政
運
営
の
改
善
に

反
映
さ
せ
る
、
こ
れ
が
行
政
管
理
庁
の

行
政
相
談
で
す
。

　
本
町
で
は
、
道
路
関
係
、
登
記
関
係

の
問
題
が
年
間
十
数
件
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
相

談
が
持
ち
込
ま
れ
、
ど
の
よ
う
に
解
決

さ
れ
て
い
る
か
、
一
つ
の
例
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。

〔
相
談
内
容
〕
昭
和
三
十
】
年
の
交
換

分
合
に
よ
り
、
A
と
B
が
畑
を
交
換
分

合
し
た
が
、
A
↓
B
は
名
儀
変
更
の
登

記
が
な
さ
れ
た
が
、
B
↓
A
に
登
記
す

べ
き
と
こ
ろ
が
誤
っ
て
B
↓
C
の
第
三

者
に
登
記
が
な
さ
れ
て
い
る
た
め
、
早

急
に
A
に
登
記
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

〔
解
決
〕
相
談
を
受
け
た
行
政
相
談
委

員
は
、
農
業
委
員
会
に
相
談
内
容
を
連

絡
。
農
業
委
員
会
は
、
相
談
内
容
に
つ

い
て
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
誤
ま
っ
て

C
に
登
記
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
、
A
に
登
記
が
な
さ
れ
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
こ
の
よ
う
に
、
行
政
相
談
委
員
は
、

第
三
者
的
立
場
か
ら
公
正
な
判
断
を
行

い
、
苦
情
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。　

本
町
で
は
、
毎
月
一
回
相
談
日
を
開

設
し
て
い
ま
す
が
、
電
話
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
相
談
の
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

▼
行
政
相
談
開
設
日
　
毎
月
第
三
火
曜

　
　
　
　
　
　
　
　
日

▼
行
政
相
談
委
員

　
　
　
　
東
郷
町
仲
深
　
山
口
　
俊
一

　
　
　
　
　
　
電
話
　
七
六
五
五

疑ぎ
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三
徳
祭
と
慰
霊
祭

　
四
月
一
日
午
前
十
時
か
ら
頑
徳
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
．
、

　
当
日
は
、
こ
の
三
徳
の
碑
に
そ
の
名

を
刻
ま
れ
て
い
る
新
名
馬
治
、
高
森
順

蔵
、
奈
須
熊
吉
、
黒
木
松
美
各
氏
の
遺

族
と
甲
斐
町
長
、
橋
口
副
議
長
を
は
じ

め
関
係
者
な
ど
約
六
↑
名
が
参
列
し
町

長
の
祭
詞
奉
読
の
な
か
町
政
に
大
き
な

功
労
の
あ
っ
た
故
人
の
遺
業
を
し
の
び

遺
業
を
た
た
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
四
月
三
日
、
午
前
十
時
か
ら

鶴
野
内
の
成
願
寺
に
お
い
て
戦
没
者
合

同
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
慰
霊
祭
は
、
西
南
戦
争
か
ら
太

平
洋
戦
争
ま
で
の
戦
没
者
三
百
九
十
五

柱
の
冥
福
を
祈
る
た
め
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
毎
年
こ
の
日
に
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
、

　
当
日
は
、
遺
族
、
関
係
者
な
ど
二
百

四
十
名
が
参
列
し
、
仏
式
と
神
式
に
よ

り
、
し
め
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
．
、

ぐ
頒
徳
祭

（59．4． 1）教職員人事異動
転　出　・　退　職　　・　休　職 ・　　　転　入　・　新採用　・　復　職学

校
名

．異動

﨑ﾊ 地教委 新任校 資格 氏　　名
1異動

﨑ﾊ 地教委 旧任校 資格 氏　　名

転出 宮崎市 東大宮小 教頭 福島啓而 転入 宮崎市 国富小 教頭 黒木宗敏

〃 都城市 五十市小 教諭 谷口勇生 〃 西郷村 田代小 教諭 嶋添三代子

〃 山田町 木之川内小 〃 近間辰雄 〃 諸塚村 諸塚小 〃 岸本哲男

退 〃 太田淳美

福
瀬
小

転出 清武町 清武中 教頭 荒川福海 転入 宮崎市 東大宮小 教頭 美座時朗

転出 高岡町 去川小 校長 日高恒治 転入 えびの市 真幸小 校長 宮本　　稔坪
谷
小 〃 日向市 日知屋小 教諭 土屋ひとみ 〃 日向市 日知屋東小 教諭 三浦淳二

退 校長 蓑毛亀幸 転入 小林市 小林南小 校長 中村恒夫

転出 えびの市 西内竪小
教頭t校長）

川内　　連 〃 日南市 鵜戸小 教頭 前田正秀

越
　
表
　
小

〃 高原町 狭野小 教諭 岩切悦子 〃 宮崎市 生目小 教諭 江藤美穂
〃 門lll町 五十鈴小 〃 後藤智子 〃 延岡市 一ケ岡小 〃 山本逸馬

転出 西都市 都於郡小 校長 吉野　　博 転入 都城市 五十市小 校長 釘崎　　強

〃 串間市 金谷小 教頭 湯浅　　正 〃 高崎町 江平小 教頭 神崎義照

寺
　
迫
　
小

退 教諭 浜砂マス子 〃 北川町 下赤小 教諭 小坂三郎

〃 〃 平田清子

転出 日南市 吾田中 校長 長友祐典 転入 県教委
西臼杵
ｳ育事務所 校長 清　　郁雄

〃 串間市 市木中
教諭（教頭）

栗本邦茂 〃 延岡市 土々呂中 教諭 宇和田憲人

東
　
郷
　
中

〃 宮崎市 宮崎中 教諭 lll崎登茂子 〃 南郷村 南郷中 〃 橋口郁子
〃 日南市 油津小 〃 谷口恵子 採用 〃 佐田智恵美

転出 佐土原町 広瀬中 教諭 河野裕子 転入 延岡市 土々呂中 教諭 高野　　哲
坪
谷
中

〃 日向市 大王谷中 〃 今田邦雄 〃 日向市 富島中 〃 福永尚子
〃 〃 〃 〃 平　　厚子

（）は新任校での資格

■

町報とうこう侮

教
育
委
員
会
だ
よ
り

積
極
的
な
参
加
を

　　

@　

@　

@　

@　

@
社
会
教
育
学
級

　
本
年
度
も
社
会
教
育
学
級
と
し
て
、

幼
児
教
育
学
級
、
高
齢
者
教
室
を
開
設

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．
、

　
幼
児
教
育
学
級
は
、
町
内
の
東
郷
・

坪
谷
・
寺
迫
幼
稚
園
を
中
心
に
実
施
い

た
し
ま
す
。
昨
年
は
、
園
児
の
保
護
者

の
方
々
を
中
心
に
学
級
を
構
成
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
町
内
の
保
育

所
の
保
護
者
の
方
々
の
入
級
を
是
非
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
と
と
も
に

家
族
と
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら

の
話
し
合
い
、
学
習
を
す
す
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
高
齢
者
教
室
も
、
坪
谷
、
越
表
、
中

央
、
寺
迫
の
四
地
域
を
中
心
に
開
設
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別

ま
す
。
昨
年
、
卒
業
で
き
な
か
っ
た
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
健

に
も
入
学
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　
　
す

　
ま
た
、
町
内
の
小
・
中
学
校
で
実
施
う

し
て
い
た
だ
い
豪
庭
警
学
級
も
、
鉱

例
年
ど
お
り
開
設
し
て
い
た
だ
き
ま
す
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

の
で
、
P
T
A
会
員
の
方
々
、
学
年
、
　
づ

学
級
の
枠
キ
簡
わ
ず
、
学
習
し
、
芒
蝿

合
う
機
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
　
し

ン
・
田
心
い
ま
す
．
家
庭
警
学
級
を
修
了
勤

さ
れ
た
方
々
も
、
遠
慮
な
く
参
加
さ
れ
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者

ご
指
導
く
だ
さ
い
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢

　
各
学
級
の
開
設
計
画
（
予
定
）
は
次
高

の
・
お
・
で
す
．
　
　
　
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼

▼
幼
児
教
育
学
級
　
毎
月
一
回
開
設

▼
高
齢
者
教
室

　
O
中
央
高
齢
者
教
室

　
　
　
毎
月
］
回
開
設

　
o
中
央
以
外
の
高
齢
者
教
室

　
　
　
年
間
6
～
7
回
開
設

▼
家
庭
教
育
学
級

　
O
各
学
校
一
学
級
が
開
設
さ
れ
、
そ

　
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
態
に
即
し
た

　
企
画
に
よ
り
開
設
さ
れ
ま
す
。

膳
藪

　
住
ま
い
は
、
建
っ
た
そ
の
日
か
ら
劣

化
・
老
化
を
始
め
ま
す
。
住
宅
は
生
き

物
と
同
じ
で
、
手
入
れ
の
仕
方
、
住
み

方
ひ
と
つ
で
寿
命
が
長
く
も
な
り
短
く

も
な
り
ま
す
．
、
つ
ま
り
、
四
季
折
々
の

気
象
条
件
の
変
化
に
ど
う
耐
え
て
い
け

る
か
が
、
住
宅
の
耐
用
年
数
を
大
き
く

左
右
す
る
の
で
す
。

　
住
宅
を
長
持
ち
さ
せ
る
た
め
の
「
家

の
手
入
れ
法
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
　
（
住
宅
の
手
引
き
よ
り
）

敷
地
・
基
礎
の
手
入
れ

　
（
敷
地
内
の
排
水
〉
敷
地
内
に
は
水

た
ま
り
が
で
き
な
い
よ
う
、
排
水
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
水
が
な
か
な
か
引
か

な
い
と
、
敷
地
内
の
湿
度
が
高
く
な
り

健
康
上
好
ま
し
く
な
い
ば
か
り
か
、
住

宅
を
早
く
傷
め
た
り
、
白
ア
リ
の
発
生

原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
敷
地
内
に
あ
る
生
活
排
水
用

の
「
貯
め
ま
す
」
の
ゴ
ミ
は
、
時
々
掃

除
し
ま
し
ょ
う
．
、

　
（
基
礎
ま
わ
り
〉
将
来
大
木
と
な
る

よ
う
な
植
物
は
、
生
長
す
る
に
つ
れ
て

根
が
基
礎
を
壊
し
た
り
、
枝
葉
が
屋
根

を
傷
め
た
り
し
ま
す
。
大
き
く
な
る
木

を
植
え
る
と
き
は
、
基
礎
の
そ
ば
に
植

え
る
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　
〈
土
止
め
・
石
垣
〉
土
止
め
や
石
垣

の
水
抜
口
は
、
時
々
点
検
し
、
詰
ま
っ

て
排
水
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
る
と
、

土
止
め
や
石
垣
が
崩
れ
る
原
因
と
な
り

ま
す
。
土
止
め
が
ゆ
が
ん
で
い
た
り
、

石
垣
b
が
沈
下
し
て
い
る
よ
う
な
と
き
は

早
め
に
専
門
業
者
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
（
外
壁
周
り
〉
外
壁
は
日
光
や
風
が

あ
た
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

壁
に
ぴ
っ
た
り
と
物
置
な
ど
を
置
く
と

風
通
し
が
悪
く
な
り
、
壁
の
傷
み
を
速

め
ま
す
．
．

　
〈
床
下
換
気
ロ
〉
床
下
の
換
気
口
は

空
気
の
出
入
口
．
床
下
の
湿
度
を
低
く

保
ち
、
土
台
や
根
太
な
ど
を
乾
燥
さ
せ

ま
す
。
換
気
口
は
よ
く
風
が
通
る
よ
う

5月は住まいの手入れどき

早めの補修で

長く使おう

前
に
物
を
置
い
た
り
、
ふ
さ
い
だ
り
し

な
い
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
外
壁
の
手
入
れ

　
（
モ
ル
タ
ル
壁
〉
モ
ル
タ
ル
塗
り
の

外
壁
に
は
、
建
て
て
す
ぐ
の
住
宅
で
も

細
か
い
亀
裂
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
モ
ル
タ
ル
が
乾
燥
し

固
ま
る
と
き
に
収
縮
す
る
性
質
上
や
む

を
得
な
い
現
象
で
す
。
し
か
し
、
亀
裂

が
大
き
く
な
れ
ば
雨
水
の
侵
入
な
ど
で

下
地
が
腐
っ
た
り
、
モ
ル
タ
ル
が
は
が

れ
た
り
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
の
で

日
ご
ろ
の
点
検
と
補
修
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
木
造
外
壁
は
時
々
点
検
し
、

割
れ
た
り
、
は
ず
れ
て
い
る
部
分
は
す

ぐ
に
補
修
し
ま
し
よ
う
．
．

　
屋
根
の
手
入
れ

　
（
金
属
板
屋
根
V
亜
鉛
鉄
板
の
屋
根

の
サ
ビ
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

屋
根
の
寿
命
が
非
常
に
短
く
な
り
ま
す
．
、

サ
ビ
が
出
る
前
に
塗
装
を
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
　
（
普
通
は
三
年
に
一
度
ぐ

ら
い
が
目
安
で
す
じ

　
（
物
干
場
・
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
〉
屋
根

に
物
干
場
や
ベ
ラ
ン
ダ
が
あ
る
場
合
は

そ
れ
ら
の
支
柱
と
屋
根
が
接
し
て
い
る

部
分
に
落
葉
な
ど
が
た
ま
り
や
す
く
、

屋
根
の
下
に
敷
い
て
あ
る
屋
根
ぶ
き
材

の
腐
食
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
時
々

掃
除
し
ま
し
ょ
う
．
、

水
回
り
の
手
入
れ

　
（
台
所
や
浴
室
な
と
〉
家
の
中
で
水

を
扱
う
場
所
は
、
木
材
の
腐
り
方
が
ほ

か
の
部
分
よ
り
早
い
の
で
、
換
気
に
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。
湿
気
の
多
い
場
所

は
カ
ビ
が
発
生
し
や
す
い
の
で
、
日
ご

ろ
の
手
入
れ
を
欠
か
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
．
．
同
時
に
、
木
製
部
分
の
塗

装
は
、
三
年
に
一
度
ぐ
ら
い
は
塗
り
替

え
ま
し
ょ
う
。ぐゑ

概



（6）

点

描

（32）

町回とうごう

天
領
と
坪
谷
口

　
「
富
高
で
喧
嘩
を
す
る
な
、
美
々
津

で
唄
を
歌
う
な
」
と
言
葉
が
今
も
日
向

市
内
の
古
老
の
方
々
に
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。
即
ち
目
高
で
喧
嘩
を
す
る
と
、
ど

う
し
て
も
天
領
風
と
藩
領
風
で
は
負
け

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
天
領
の
者
達
と
潮
面
の
者
と
喧
嘩
を

は
じ
め
、
大
き
い
も
め
事
に
で
も
な
る

と
、
そ
の
仲
裁
や
裁
定
に
な
る
と
、
よ

し
ん
ば
天
領
の
者
達
が
悪
い
と
い
う
事

は
分
っ
て
い
て
も
、
藩
の
役
人
と
天
領

の
役
人
と
で
は
、
所
詮
天
領
役
人
に
は

頭
が
上
ら
な
い
の
で
敗
け
と
な
っ
た
の

で
あ
り
ま
す
。
　
（
甲
斐
勝
氏
著
、
天
領

と
日
向
市
の
書
物
の
中
に
も
書
い
て
あ

り
ま
す
。
）

　
坪
谷
の
人
達
が
昔
か
ら
気
位
が
高
か

っ
た
こ
と
や
、
或
る
優
越
感
を
持
っ
て

い
た
こ
と
に
思
い
あ
た
る
の
で
あ
り
ま

す
。
私
は
大
正
十
三
年
当
時
坪
谷
小
学

校
の
教
員
を
一
年
位
勤
め
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
若
い
頃
で
地
域
社
会
の
事
柄

は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
｛
当

時
坪
谷
有
志
の
顔
ぶ
れ
を
思
い
か
え
し

て
見
る
と
、
矢
野
力
治
さ
ん
を
は
じ
め
、

那
須
九
市
さ
ん
、
矢
野
団
治
さ
ん
、
大

野
巌
さ
ん
、
日
高
郡
司
さ
ん
、
越
智
通

輔
さ
ん
、
日
高
与
吉
さ
ん
と
言
っ
た
方

々
が
、
学
校
の
儀
式
等
に
お
出
に
な
っ

た
の
を
よ
く
憶
え
て
い
ま
す
が
、
ど
こ

と
な
く
気
位
が
高
く
、
威
げ
ん
の
あ
る

風
格
が
あ
っ
た
様
に
思
え
た
の
で
す
。

（
こ
れ
は
、
私
の
貧
乏
風
想
の
一
面
を
表

現
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
。
）

　
そ
れ
か
ら
幾
年
か
経
て
、
寺
原
満
先

生
が
坪
谷
小
学
校
長
と
し
て
赴
任
さ
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
寺
原
満
先
生
は

山
陰
村
大
庄
屋
寺
原
十
三
郎
家
の
生
れ

で
、
生
れ
な
が
ら
に
し
て
庄
屋
気
位
を

持
っ
て
育
っ
た
方
で
す
。
い
わ
ば
昔
の

藩
庄
屋
の
せ
が
れ
が
、
天
領
地
の
学
校

長
に
赴
任
し
た
の
で
す
。

　
時
は
移
っ
て
昭
和
十
六
年
頃
で
す
か

ら
今
更
、
天
領
・
藩
領
の
時
代
で
は
無

い
の
で
す
。
だ
が
寺
原
満
先
生
は
、
余

り
会
釈
の
よ
い
方
で
は
な
い
の
で
す
。

ペ
コ
ペ
コ
し
な
い
。
堂
々
た
る
一
面
が

あ
り
、
無
口
の
方
で
し
た
。

「
今
度
の
校
長
は
頭
を
下
げ
な
い
’

「
今
度
の
校
長
は
少
し
威
張
っ
て
る
。
」

　
こ
の
風
評
は
た
し
か
に
当
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
こ
に
先
生
の
庄
屋
生
れ
の
性

格
が
出
て
い
ま
す
。
自
分
か
ら
頭
を
さ

げ
る
こ
と
は
し
な
い
と
言
っ
た
意
識
は

無
い
の
だ
が
、
生
れ
の
気
質
が
自
然
と

そ
う
さ
せ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
普
通
ど
こ
の
校
長
先
生
で
も
そ
の
地

域
の
村
長
さ
ん
の
様
に
あ
が
め
ら
れ
る

の
で
す
が
、
天
領
風
土
の
残
っ
て
い
る

坪
谷
で
は
、
前
述
の
よ
う
な
風
評
は
自

然
と
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
昔
、
「
坪
谷
で
よ
く
勤
め
が
出
来
た
ら

一
人
前
の
警
察
官
だ
θ
と
言
う
こ
と
ば

を
古
老
の
方
か
ら
聞
か
さ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
坪
谷
の
巡
査
さ
ん
も
警
備

や
治
安
維
持
に
村
人
と
口
論
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
だ
が
、
坪
谷
の
人
は
簡

単
に
は
引
き
下
が
ら
な
い
。
こ
の
天
領

気
質
は
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
　
　
　
（
つ
づ
く
）

　
東
郷
町
社
会
教
育
委
員

　
　
　
　
　
都
．
甲
鶴
　
男

鈴
｝
童
3
｝
量
9
｝
学
童
蓼
9
3
彰
9
｝
童
童
3
｝
童
9
｝
童
童
童
童
童
3
｝
童
9
｝
童
童
童
彰
3
｝
彰
蓬
蓬
童
童
童
童
3
｝
童
3
｝
量
量
彦
童
童
3
｝
童
童
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
等
約
一
一
〇
職
種

青
年
海
外
協
力
隊
員
の
募
集
1

　
青
年
海
外
協
力
隊
で
は
、
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
・
中
近
東
・
中
南
米
・
南
太

平
洋
の
開
発
途
上
国
の
国
づ
く
り
に
参

加
す
る
協
力
隊
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　
　
満
2
0
歳
か
ら
3
5
歳
ま
で
の
方

▼
募
集
期
間

　
　
昭
和
5
9
年
4
月
1
5
日
～
5
月
末
日

▼
派
遣
期
間

　
　
2
年
間

▼
派
遣
職
種

　
　
農
林
水
産
・
加
工
・
保
守
操
作
・

　
土
木
建
築
・
保
健
衛
生
・
教
育
文
化

▼
隊
員
募
集
説
明
会

　
　
◎
5
月
1
0
日
　
1
8
時
一
2
1
時

　
　
宮
崎
市
民
会
館
大
会
議
室

　
　
◎
5
月
1
1
日
　
1
8
時
～
2
1
時

　
　
　
延
岡
市
社
会
教
育
セ
ン
タ
：

▼
問
い
合
わ
せ

　
　
宮
崎
市
橘
通
東
2
丁
目
1
0
番
1
号

　
　
宮
崎
県
総
務
部
総
務
課
外
務
係

　
　
電
話
〇
九
八
五
（
二
四
）
＝
＝

牧
水
と
坪
谷
㈱

　
中
学
校
五
年
冬
休
み
の
日
記

　
一
月
一
日
　
晴

　
鳴
呼
、
ま
た
鼓
に
年
を
迎
う
。
こ

の
明
治
三
十
七
年
は
、
吾
に
と
り
て

と
に
か
く
普
通
な
ら
ぬ
年
な
る
べ
く

想
は
る
・
な
り
三
百
六
十
有
余
頁
の

こ
の
日
記
が
、
果
し
て
如
何
な
る
記

事
を
以
っ
て
満
た
さ
れ
む
と
す
る
、

見
物
な
ら
ず
や
。

昼
よ
り
宮
の
谷
と
い
ふ
へ
銃
を
た
つ

さ
へ
て
行
き
樫
鳥
を
獲
た
り
。

　
一
月
二
日
　
晴

　
床
の
中
よ
り
寺
の
進
に
起
さ
れ
て

銃
の
お
伴
を
し
て
近
在
の
囲
う
ろ
つ

い
た
れ
ど
、
不
幸
に
も
無
獲
物
。

　
一
月
三
日
　
晴

　
い
や
に
寒
き
日
な
り
、
終
日
家
に

こ
も
れ
り
。

夜
、
去
秋
、
大
分
県
の
修
学
旅
行
日

記
を
書
き
ぬ
、
雑
誌
の
原
稿
へ
と
て

な
り
。
新
声
に
わ
が
歌
四
首
い
で
た

り
と
春
江
兄
つ
た
へ
ら
る
。
今
日
ま

た
原
稿
を
か
く
十
二
首
な
り
き
。

　
一
月
四
日
　
晴

　
け
ふ
も
ま
た
終
日
家
に
あ
り
。

　
一
月
五
日
　
晴

　
朝
十
時
す
ぎ
よ
り
、
西
の
内
よ
り

槙
の
口
あ
た
り
を
渉
っ
て
樫
烏
三
羽
、

　
　
　
つ
ぐ
み

ひ
よ
一
、
鶉
一
羽
得
た
り
、
　
】
の
空

矢
あ
る
な
か
り
き
。

塩
　
月
　
儀
　
市

　
一
月
六
日
　
晴

　
風
非
常
に
強
し
、
寒
さ
亦
加
は
る
、

昼
頃
後
山
に
樫
鳥
を
獲
た
り
。

　
一
月
七
日
　
晴

　
朝
、
旭
い
で
ざ
る
に
西
の
内
へ
鳩

を
も
と
め
た
れ
ど
会
見
せ
ず
。
其
帰

路
、
閉
口
平
に
維
を
足
元
よ
り
逃
が

す
。
夕
方
ま
た
鳴
い
た
り
と
聞
い
て

う
ろ
つ
い
た
れ
ど
之
れ
も
駄
目
、

　
一
月
八
日

置
早
暁
、
五
本
松
峠
を
越
え
て
田
代

に
向
ふ
。
葉
桜
紫
苑
両
君
を
訪
は
む

と
て
な
り
。
霜
深
く
、
柱
ま
た
高
し

独
行
な
れ
ば
気
ま
・
に
遊
び
、
歩
き

走
り
案
外
に
早
く
小
川
村
の
紫
苑
君

宅
に
つ
け
ば
両
君
共
に
待
ち
て
在
り

嬉
し
い
哉
。

夕
方
、
共
に
本
村
ま
で
遊
び
に
行
く
。

夜
久
し
ぶ
り
に
て
歌
会
を
ひ
ら
く
。

　
一
月
九
日
　
雲

　
朝
十
時
頃
よ
り
、
葉
桜
紫
苑
両
君

を
引
っ
ぱ
り
出
し
ま
た
五
本
松
を
越

え
ぬ
。
空
晴
れ
ず
、
遠
か
た
雨
か
雪

か
ほ
の
白
う
見
渡
さ
れ
ぬ
。
二
時
着

や
が
て
風
湿
で
て
、
し
か
も
烈
し
。

　
一
月
＋
日
　
晴

　
朝
の
間
・
水
仙
・
霜
柱
・
鶯
の
三

題
に
て
歌
会
を
や
る
。
正
午
、
両
君

は
袖
を
梯
っ
て
帰
ら
る
。
西
の
内
ま

で
見
送
り
ぬ
。
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）
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各
種
乳
児
健
康
診
査
の

　
　
　
　
　
　
　
　
お
し
ら
せ

◎
3
歳
児
健
康
診
査
　
5
月
8
日

　
O
対
象
者
　
5
5
年
4
月
1
日
か
ら
5
6

　
　
年
5
月
8
日
生
ま
れ
ま
で

　
O
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
O
受
付
　
1
3
時
3
0
分
～
1
4
時
3
0
分

◎
乳
児
健
康
診
査
　
5
月
9
日

　
O
対
象
者
　
生
後
3
ヶ
月
か
ら
1
2
ヶ

　
　
三
児
（
昭
5
8
・
5
・
1
0
～
昭
5
9
・

　
　
　
　
2
・
9
生
）

　
O
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
O
受
付
　
1
3
時
3
0
分
～
1
4
時
3
0
分

◎
一
歳
半
健
康
診
査
　
5
月
2
2
日

　
O
対
象
者
　
5
7
年
8
月
3
1
日
か
ら
5
7

　
　
年
1
1
月
2
2
日
生
ま
れ
ま
で

　
O
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
O
受
付
　
1
3
時
3
0
分
～
1
4
時

◎
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
O
対
象
者
　
生
後
3
ヶ
月
児
か
ら
満

　
　
4
歳
児

　
O
日
程
　
5
月
1
5
日
　
寺
迫
公
民
館

　
　
　
　
1
4
時
4
0
分
～
1
5
時

　
　
　
地
区
一
物
迫

　
　
5
月
1
8
日
　
坪
谷
保
育
所

　
　
　
　
1
3
時
4
0
分
～
1
4
時

　
　
　
地
区
一
坪
谷
・
仲
深
・
越
表
・

　
　
　
　
　
下
渡
川

　
　
5
月
2
3
日
　
中
央
公
民
館

　
　
　
1
4
時
～
1
5
時

　
　
地
区
1
1
右
記
以
外
の
地
区

　
※
母
子
手
帳
を
二
一
ず
に
ノ
．

［

鍵

鱒

⇒
（
前
列
中
央
が
若
山
旅
人
さ
ん
）

若山旅人さん来町

　3月21日、若U」旅人さんが本町を訪れました。

　旅人さんは、20日に延岡市の城山公園で開催され

た牧水歌碑祭に出席されるために訪れていたもので

本町まで足をのばされたものです。

　若山旅人さんは、現在東京都立川市に在住され、

短歌の雑誌「創作」の編集にあたっておられ、歌集

も数冊発行されています。牧水生誕百年目にあたる

昭和60年には、必ず来町されることを約束され帰京

されました。

←

10年ぶりに県体出場

　4月8日、椎葉村総合グラウンドで開催された、県

民体育大会東臼杵郡予選ソフトボールの部に、本町代

表として出場した福瀬クラブが見事優勝し、県体に出

場することになりました。

　郡予選には、郡内町村から九チームが参加して行わ

れ、1回戦で西郷を、2回戦と決勝戦では門川．北浦

のチームをいすれも逆転で破り優勝したものです。

　本町からソフトボールの部で県体に出場するのは、

昭和49年以来10学ぶりのことです。

－
艦
．「

～
一
団

グ
警

　
春
の
全
国
交
通
安
全

　
　
　
　
　
　
　
運
動
終
わ
る

一、

結
ｽ
町
内
事
故
ゼ
ロ

　
四
月
六
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
交
通
安

全
運
動
期
間
中
、
町
内
で
は
一
件
の
事

故
も
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
日
向
警
察
署
管
内
で
は
、
十
四
件
の

事
故
が
発
生
し
、
負
傷
者
十
四
名
が
出

て
い
ま
す
．
そ
の
他
、
三
十
三
件
の
物

損
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
全
国
的

に
は
、
二
十
歳
前
後
の
若
者
の
ス
ピ
ー

ド
の
出
し
過
ぎ
に
よ
る
重
大
事
故
発
生

の
傾
向
に
あ
り
、
も
う
一
度
家
庭
で
、

職
場
で
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
話
し
合

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
雨
の
時
季
を
控
え
、
ス
リ

ッ
プ
事
故
、
過
労
運
転
に
よ
る
重
大
事

故
の
発
生
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
車
間
距

離
は
十
分
と
り
安
全
速
度
を
守
っ
て
運

転
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を

　
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
四
月
十
一

日
に
病
院
前
に
お
い
て
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
指
導
所
を
設
け
着
用
を
呼
び

か
け
ま
し
た
が
、
当
日
の
着
用
率
は
3
5

・
5
パ
ー
セ
ン
ト
と
低
く
、
ま
だ
ま
だ

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
、
安
全
運
転
に
対

す
る
認
識
が
足
り
な
い
よ
う
で
す
。
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
は
、
不
慮
の
事
故

に
あ
っ
た
場
合
身
を
守
る
こ
と
は
各
種

の
実
験
等
で
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着

用
は
、
あ
な
た
自
身
の
た
め
で
す
。
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し
ら
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ノ7
’

イ
；
（

八十八夜

青
年
リ
ー
ダ
ー

国
内
研
修
生
募
集

　
昭
和
四
十
九
年
か
ら
毎
年
青
年
を
北

海
道
へ
派
遣
し
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
町
教
育
委
員
会
で
は
昭
和
五
十
九

年
度
η
研
修
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し

て
い
・
・
。
す
C

▼
募
集
人
員
　
五
名

▼
募
集
期
限
　
昭
和
五
十
九
年
五
月
十

　
　
　
　
　
二
日
（
土
）

▼
派
遣
先
北
海
道
幕
別
町

▼
派
遣
期
間
　
昭
和
伍
十
九
年
七
月
中

　
　
　
　
　
旬
、
九
泊
十
日
（
予
定
）

▼
対
象
者
　
町
青
年
団
活
動
に
積
極

　
　
的
に
参
加
し
、
今
後
も
青
年
活
動

　
　
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
期
待
で
き
る

　
　
者
。

▼
参
加
申
込
　
申
込
用
紙
が
教
育
委
員

　
　
会
事
務
局
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す

　
　
の
で
、
所
定
の
用
紙
に
記
入
の
う

　
　
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
．

▼
問
い
合
わ
せ
　
詳
し
く
は
町
教
育
委

　
　
員
会
事
務
局
社
会
教
育
係
へ
、

ご
み
収
集
手
数
料

の
改
定

　
一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
処
理
経
費
の

増
大
に
伴
い
従
来
、
…
袋
五
十
三
円
徴

収
し
て
い
ま
し
た
手
数
料
が
昭
和
五
十

九
年
四
月
一
日
か
ら
六
十
八
円
に
改
定

さ
れ
ま
し
た
．
、

行
　
政
　
相
　
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
国
鉄
・
電
々

公
社
な
ど
の
仕
事
、
県
・
町
の
仕
事
に

対
す
る
苦
情
・
要
望
な
ど
相
談
に
L
1
同
じ

て
い
ま
す
．
．
当
日
以
外
は
自
宅
で
受
付

け
て
い
ま
す
．
．
ど
ん
な
こ
と
で
も
遠
慮

な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
、

▼
日
時
5
月
1
6
日
9
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
　
　
東
郷
町
仲
深

　
　
　
　
行
政
相
談
委
員
　
山
口
俊
一

心
配
ご
と
相
談

　
次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
な

ど
ど
ん
な
こ
と
で
も
遠
慮
な
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
．
、

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
員
（
民
生
委

員
）
に
よ
る
地
区
相
談
も
、
毎
週
火
曜

目
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
員
宅
で
開
設
し
て

い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
5
月
1
5
日
　
9
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
老
人
福
祉
館

町
職
員
発
令

退
職
（
3
月
3
1
日
目
）

　
▼
衛
藤
州
雄

　
▼
橋
ロ
ピ
サ
子

新
採
用
（
4
月
1
日
付
）

　
▼
三
浦
練
一
（
農
林
課
農
業
係
泥
海

　
　
　
　
　
　
興
係
）

　
▼
授
章
由
美
（
学
校
給
食
共
同
調
理

　
　
　
　
　
　
場
）

異
動
（
4
月
1
日
付
）

　
▼
黒
木
昭
幸
（
総
務
課
付
）

　
▼
奥
タ
ヅ
．
士
（
寺
迫
小
学
校
給
食
調

　
　
　
　
　
　
理
場
）

一
般
健
康
相
談

　
次
の
と
お
り
健
康
相
談
が
実
施
さ
れ

ま
す
．
．

▼
期
日
　
5
月
1
9
日

▼
場
所
　
老
人
福
祉
館

▼
受
付
　
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

▼
対
象
　
4
0
歳
以
上
の
男
女
（
町
内
全

　
　
　
域
〕

▼
内
容
　
検
尿
・
血
圧
測
定
・
保
健
指

　
　
　
導
な
ど
．

母
子
健
康
相
談

▼
期
日

▼
場
所

▼
受
付

▼
対
象

5
月
9
9
百

老
人
福
祉
館

9
時
3
0
分
～
1
0
時

妊
婦
及
び
乳
児
（
3
・
6
・

12

膜
試
凵
j

※
母
子
手
帳
を
忘
れ
す
に
！

今
月
の
縞
馬
等

国
民
健
康
保
険
税
一
期

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
に
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．
．

◎
福
瀬
の
平
野
松
嗣
さ
ん
か
ら

　
（
田
邊
ア
イ
子
さ
ん
・
7
0
歳
ご
死
去
｝

◎
寺
山
の
黒
木
タ
マ
エ
さ
ん
か
ら

　
（
岩
雄
さ
ん
・
6
4
歳
ご
死
去
）

◎
耳
孔
の
吉
野
重
久
さ
ん
か
ら

　
（
ン
メ
さ
ん
・
8
7
歳
ご
死
去
｝

◎
羽
坂
の
古
田
寿
美
さ
ん
か
ら

　
（
シ
ゲ
さ
ん
・
9
3
歳
ご
死
去
）

◎
小
野
田
の
矢
野
光
雄
さ
ん
か
ら

　
（
ヶ
サ
さ
ん
・
7
4
歳
ご
死
去
｝

◎
寺
迫
の
橋
口
岩
夫
さ
ん
か
ら

　
（
和
仁
さ
ん
・
2
2
歳
ご
死
去
）

◎
坪
谷
の
濱
辺
憲
太
郎
さ
ん
か
ら

　
（
政
次
さ
ん
・
8
8
歳
ご
死
去
〕

まちのうごき

6，399ノ＼し一60）

3．065ノ＼（一30）

人L1

3．334ノ＼（一30）

男
　
女

1．760戸（一12世帯

59年4月1日現在

：Ilよ．粛寸自弓月上ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
三
月
屈
出
分

出
生
お
め
で
と
う

赤
ち
ゃ
ん
の
名

橋桑川矢直
口田内野野
智　美浩達
一瞳奈明朗

」
父
の
名

住
　
所

政柳利浩和

美二治成志

福
　
赤

坪
　
谷

小
野
田

小
野
田

寺
　
迫

結
婚
お
め
で
と
う

氏

名

矢井橋三黒山成黒田長黒木本山

野上口浦木崎合木砂田木村田口

千洋美聖和福政一富正美樹け清
　　千　　　　　　　　代　い
保介子治美三代美子明子朗子光
＿　｝　一　一　｝　一　｝

住
　
所

坪福小坪羽福迫迫仲東日福門仲
　岡野　　　　野野　京向　　　　　　　　　　　　　川
谷県田谷坂瀬内内深都市瀬町深

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

笛驚妻権急調玉

箒瞬鋸整…：名

坪
　
谷

中
　
深

福寺
　
迫

福小
野
田

寺
　
迫

迫
野
内
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